
 

毎日、蒸し暑いですね。朝からエアコンのスイッチをいれ、一

日中フル稼働させる日が続いています。梅雨明けが本当に待

ち遠しいです。涼しい室内と蒸し暑い室外の温度差に体調を

崩しやすい季節ですが、体調に留意して、1学期の締めくくり

をして下さい。 

 

 

先輩の姿は格好良かった！ 
 

７月６日（土）、本校卒業生を招いて、「進路講演会」という

催しを行いました。４名の卒業生が、自分の体験談を話し、どの

ようにして進路目標を達成したかを力強く発表してくれました。

どの卒業生も「早めの進路目標の設定」「しっかりとした準備」

「毎日の授業を大切にすること」、「夏を制する者は、受験を制

す」の言葉を紹介しながら、受験が始まる前にまとまった時間

が確保できる最後のチャンスでもある夏休みを有効活用するこ

との大切さを訴えていたことがとても印象的でした。時間をか

けてしっかりと準備し、後輩達の前で堂々と発表する卒業生の

姿は凜々しく格好良かったですね。同時に、後輩を思う先輩とし

ての暖かさや強い母校愛が感じられてとてもうれしかったで

す。 

 

 

今度は君たちが 
 

 在校生の皆さんも「次は私たちが・・・」と、先輩達の姿に触

発された生徒も多かったのではないでしょうか。先輩達の努力

に学んで下さい。そして、先輩達の良き伝統を受け継ぎ、これ

からも「海星女子高校をもっと良い学校にしよう」という流れ

を絶やすことなく、より大きな本流にしていってもらいたいと

願っています。それが君たち在校生の義務であり、責任なので

す。 

 

夏休みの有効活用を 
 

 さあ、もうすぐ待ちに待った夏休みが始まります。時間に余裕

のある夏休みはこれからの進路についてじっくりと考えるチャン

スです。ただ、一方で「進路のことを考えたくない！」という声も

聞こえてきます。むしろ、それは心の中にある皆さんの素直な

気持ちかもしれません。人生は選択の連続です。しかし、誰も

いつまでも選択を猶予することは出来ません。人は節目、節目

で選択を繰り返しながら、次第に自立していくものです。目の

前の課題や困難から目を背け続けるのではなく、しっかりと向

き合っていくことが、自立へとつながります。手を抜かず、仲間

と支え合いながら今できることに力を注いでいってください。う

かうかしていると「あっ」という間に大切な時間だけが過ぎ去っ

ていくことになりかねません。そうならないためにも、この夏休

みを有効に使って下さい。 
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教育実習 

教育実習を終えて 

実習が始まるまでは、生徒の皆さんと仲良くできるかが何よりも不安でした。実習初日に、はじめて教室に行ったと

きに1年生の皆さんが笑顔で歓迎してくれて、ほっとしました。研究授業を行った際も、皆さんのおかげで授業がやり

やすかったです。実習でいたのは2週間という短い間でしたが、振り返ると、2週間しかなかったとは思えないほど、

たくさんの経験と思い出ができました。 

私は今、大学に戻って遺伝子の研究を再開しています。私の研究テーマは、「遺伝子修復関連タンパク質のKuに関

与する塩基配列」という内容です。研究室には3年生が新しく入ってきて、教える場面も増えましたが、教育実習で

経験させていただいたことを生かして、同期の中では1番分かりやすく説明することができています。 

海星の生徒たちは、素直で明るい子たちだという印象でした。そして、私が在籍しているときよりも、勉強や部活動へ

の意欲が高い子が多いと感じました。これから進路に向かって進んでいくなかで、きっと楽しいことと同じくらい大変

なことも多いと思いますが、今持っているいいところを生かして、まっすぐ成長していってほしいと思います。これから

の生徒たちの活躍を期待しています。 

 

ホープツーリズム 

 ３年生グローバル特進コースの生徒たちは、専科「グロー

バルリーダーシップ」の授業でこれまでの２年間、東日本大

震災とその復興事業について探究学習を進めてきました。 

福岡からできる復興支援として、昨年度は海星祭で「福×

福カフェ」を立ち上げて募金活動を行いました。また、今年度

も６月に学内でチャリティー活動を行いました。 

６月６日・７日の一泊二日で福島県を訪れ、実地研修に参

加しました。東日本大震災での被災状況、復興作業、そして

福島原発の現状について正確に学んだり、現地の方やカト

リック原町教会の司教様にお話を伺ったりすることができまし

た。 

その中で、今回の学びを他の人々に伝えていくということ

が私たちの「使命」であるということも学びました。 

これから卒業制作や発表に向けて、それぞれが設定した

テーマにしたがって学びをさらに深めてまいります。 

室井 友希さん 【R２年度卒業】 

東海大学 農学部 バイオサイエンス学科 ４年生 



 

 Schedule of events 

7/19 金 面談日① 

7/23 火 面談日② 

7/24 火 前期課外開始 

8/3 月 
第１回オープン

キャンパス 

8/5 月 
スタディ 

キャンプ 

部活動 
3年Ａクラス 森川 結さん  

福岡の魅力についてのプレゼンテーション  

シンガポール ハイシンスクール 
上級学校バス見学会 

バレー部が7月6日、７日に行われた「天皇杯・皇后杯福岡県

ラウンド」に出場しました。「繋ぐ」を大切に日々活動していま

す。応援よろしくお願いします。 

 

6月12日（水）に「福岡大学」に見学に行きました。はじめに、他の上級学校と福岡大学の違いについて学び、その後、福岡

大学の学部・学科の特徴、留学制度について知ることができました。最後は、大学生による施設案内によって、大学生活をイ

メージすることができました。 6月19日（水）、シンガポールのハイシンカトリックハイスクールから生徒24名と先生５名をお迎

えし、盛大な歓迎式を行いました。ハイシンの生徒さんは、海星での授業に参加し、交流できたこ

とが一番の思い出になったそうです。最終日はフィールドトリップで福岡タワー、福岡市博物館、

キャナルシティ、そして福岡県庁を訪問されました。 

吹奏楽部による 

シンガポールで有名な曲の演奏 

ハイシンスクールによる 

シンガポールについてのプレゼンテーション 

バトン部による演技 

テーマは「いちばん近くに」 


